〔資 料〕低学年の「言語事項」の指導方法を中心とした昭和女子大学附属昭和小学校における国語教育改善の取り組み--新学習指導要領を見据えて-- by 小泉 清裕 & 渡邉 直人
1.はじめに
昭和女子大学附属昭和小学校（以下，昭和小学校と記す）では，平成18年度から全教科の指導内容
や指導方法について教員が一丸となって再考を行っている。国語教育においては，児童が小学校で国
語を学習するときに，発音発声に関する事項，文字に関する事項，表記に関する事項などの「言語
事項」（註1）についてどのように学習をさせるべきかについての検討と実践に力を注いでいる。
本論考では，昭和小学校のカリキュラムの基本理念と各教科のつながりを示すことと，昭和小学校
で実践している「言語事項」の授業を一部紹介することで，「言語事項」の学ばせ方とそれに対する
児童の反応，及びどの範囲までが理解可能であるかという点を示すことを目的にしている。
国語教育における「言語事項」の取り扱いについては，昭和52年に告示された「小学校学習指導
要領」でその必要性が明示されて以来，長期に亘って指導内容や方法が検討されてきたが，明確なも
のが確立しているとは言えない。また，平成20年に告示された「指導要領」では，「言語事項」とい
う項目は「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」という項目に変化し，日本語をより言語文
化として捉えることが求められている。
そのような状況の中で，日本語を学習言語として初めて学ぶ小学校低学年児童に対して，「言語事
項」にどのように触れ，どのようなことを理解しておくべきか，という点について本論考で示すこと
は，新学習指導要領が求めるように，言語文化としての側面に焦点をあてて日本語を指導する際の一
つの実践例の呈示になると考えている。
2.昭和小学校のカリキュラムの基本理念
（1） 昭和女子大学の建学の精神
大正9年（1920年），日本女子高等学院として創設された昭和女子大学は，建学の精神を「世の光
となろう」という言葉に託している。その原点はロシアの文豪トルストイの教育理念にある。教育者
でもあったトルストイは「愛」と「理解」と「調和」を基本精神とする学校を開き，「世のために尽
くす人間を育む教育」を実践した。本学創立者はそのヒューマニズムあふれる教育観に共鳴し，「世
の光となろう」を学園の精神とした。
昭和小学校では，この建学の精神を具現化する目標として，「目あてをさして進む人」「まごころを
尽くす人」「からだを丈夫にする人」を挙げている。これらの三つの目標の達成を目指すことが，本
学の教育の目的である，「世の光となろう」という建学の精神を培うことにがっている。
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（2） 小学校の生活と学習で目指すもの
「世の光となろう」という建学の精神には，本学の卒業生が他者のために尽くすことを願った創立
者の意志が表れている。他者のために尽くすことは，他者の人格を尊重し，他者とのより良い人間関
係をつくろうとする姿勢が最初に求められる。そして，そのためにはより集中して相手の話に耳を傾
け，相手の伝えようとしていることを自ら理解しようとする姿勢を育み，同時に，自分からも情報や
感情をより正確に，より効果的に，より繊細に伝えることのできる子どもの育成を図らなければなら
ない。
そこで，本校のカリキュラムのキーワードを「伝え合うことば」として，子どもたちのすべての教
科活動，領域，その他の生活全般において，「伝え合うことば」の習得を目指す教育を行っている。
「伝え合うことば」が求めるものとして，他者とのつながりを求めるだけではなく，自分自身との対
話，すなわち思考という範疇までを含めている。それをイメージ図にしたものが図1である。
（3） 各教科領域の目的と指導方法
各教科や領域の指導において，単なる技術や知識の習得だけでなく，常にその中心に「伝え合うこ
とば」のための教育を目指すようにシラバスの作成をしている。
たとえば，図工において，絵画や工作の技術指導の中に，教師のより正確な言葉による説明や，児
童個々が自分自身の作品に対しての言葉による説明などを含むことで，言葉による表現活動がなされ
る。算数の計算活動においては，単に計算技術に焦点を当てるだけでなく，その計算方法について児
童一人ひとりが言葉による説明ができることを目指している。音楽の鑑賞活動においては，個々の児
童の感じたことを，言葉で表現させる活動などを含むことで，「伝え合うことば」というキーワード
を生かした活動となる。また，各教科の練習問題やテストにおける文章問題で使用されている言葉に
ついても，教員もより正確な言葉の使用を行うことを目指している。
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図1 カリキュラム構成図（註2）
（4） 各教科の専科制指導体制
昭和小学校における教育方法の特徴として，専科制を主体とした指導体制がある。学級担任が指導
する教科は，基本的に国語と算数であって，低学年では，それに生活科を担当する程度である。他の
教科に関しては専科教員が担当するようになっている。そのため，1年生のクラスを例に挙げると，
担任も含めて10名から11名の教員がそのクラスの児童の指導に当たっている。
専科制による指導の利点は，専門性の高い教員が指導することによってより効果的な学習が期待で
きることであるが，欠点としては，教科横断型の学習指導が難しくなることが考えられる。そこで，
それを解消するために，各教科の指導内容や指導時期についてシラバスに明示し，教員相互が確認で
きるようにしてある。
生活指導についても，担任だけでなく，複数年度に亘って指導する専科教員がいることで6年間を
通した指導が可能になっている。
3.国語教育改善の取り組み
平成18年度以来，昭和小学校では各教科や領域の指導内容や指導方法について，前述の「伝え合
うことば」をテーマに実践研究を行ってきた。国語教育においては特に「言語事項」の取り扱いにつ
いての検討を重ね，国語教育改善につながる実践を行ってきた。
（1） 目的
小学校国語教育の目的は一生の言語生活を支える国語力，すなわち「話す聞く書く読む」能
力の基礎を身に付けさせることであり，それと同時に国語としての日本語についての基礎的知識を十
分理解させることである。文法音声意味という言語要素を小学生のうちに体系的に身に付けさせ
る必要がある。
昭和小学校では，この目的のために国語教育の改善に取り組んでいる。特にその中で，「言語活動」
との密接ながりを意識しながら，今まで漸次的に行ってきた「言語事項」を系統的に指導すること
で，国語に対する児童の意識と認識を高めることができると考えている。
日本人の生活環境は，この四半世紀で大きく変化した。それにつれて，言語にかかわる領域にも影
響が表れている。小学生でも英語を中心とした外国語の語彙を理解し，いくつかは自分自身でも日常
的に使用している。また，平成23年度から小学校においても外国語活動が領域として実施されるこ
とが決まり，児童は英語を中心とした外国語も意識せざるを得ないことになる。
そこで，過去の小学生が国語を学習してきた状況に多少なりとも変化が生じることをふまえ，今後，
国語教育において日本語の持つ特性を今まで以上に理解し，日本語の成り立ちについても説明できる
力を小学生のうちから培っておく必要があると，昭和小学校では考える。
（2） 方法
昭和小学校では，6年間の指導内容を明示した各教科のシラバスを作成している。表－1
（註3）
は国語の1年生の年間指導内容の配列を示している。このシラバスの特徴は，指導項目を「言語活動」
「言語事項」「書写」「家庭学習」（註4）「読書」の5項目に分けている点である。これは，昭和小学校
の国語教育改善の取り組みとして，各項目を系統的に学習させることを目指して検討した結果である。
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家庭学習を除く4項目の授業は，それぞれ異なる教員が担当している。各項目を指導する教員を替え
ることは，児童に別々の活動が行われることを意識させるためであり，実際に児童はそれぞれの授業
を，「○○先生の国語」と呼び，各授業で異なる内容が扱われていることを認識している。
1年生では，担任が担当する「言語活動」を週4時間，「言語事項」を週2時間，「書写」及び「読
書」を週各1時間とし，国語の専科教員が担当している。異なる教員がそれぞれの項目を担当するこ
とで，項目相互の関連が薄くなるという短所を克服するために，1年生の国語を担当している4名の
教員が常に連絡を取り合い，各項目の進捗状況の確認や授業内容の詳細についての打ち合わせを行っ
ている。
本論考では「言語事項」についての取り扱いを主にしているため，他の項目の取り扱いについての
説明は避けるが，4項目が密接につながるような配慮をしていることは特筆しておく。
平成18年度に 表－1のシラバスの案を作成し，平成19年度の1年生からこのシラバスに基づ
いて授業を行っている。現在ではこの時の1年生が3年生になり，この形態で指導するシラバスも3
年生まで完成している。4年生以上の学習については現在検討中である。低学年のうちに「言語事項」
の基本を系統的に学習することで，高学年では，4項目に分けての指導法を実施するよりも，「言語
活動」の中で漸次的に指導していくことの方が効果的ではないかと考えている。この点についての研
究は今後進めていく予定である。
「言語事項」の指導法の研究については，教員経験の豊富さや専門知識の豊かさなどの理由で，北
野純子を担当者として指名し，授業内容の検討，教材開発，授業案の作成などを行った。北野が平成
19年度に1年間1年2組で行った，約60回の授業を研究材料としてすべてビデオ撮影した。ビデオ
撮影担当者として配置された，本論考の著者の一人である渡邉直人がビデオ撮影だけにとどまらず授
業内容，教材の提示方法，児童の反応，授業評価などを詳細に記録した。
平成19年度の記録を基にして，平成20年度には，前年度の記録担当である渡邉が，授業内容や指
導方法の一般化が可能であるかどうかを検証するために，北野の実施した授業をたどりながら授業実
践を行った。北野が実践した授業を参考にして，現在も実践研究を行っているが，本論考の後半では，
1年生の国語学習の最初の単元「五十音」と，2番目の単元「濁音半濁音」の授業記録の一部を提
示しながら昭和小学校が実践している1年生の「言語事項」の指導方法について述べる。
4.「言語事項」についての授業実践記録
（1）「音」を中心とした指導
1年生は平仮名の学習から始まるが，昭和小学校で平成19年度から導入している「言語事項」を
系統的に指導する実践では，「あいうえお」という母音を正しく発音発声する学習を最初
に行っている。このときに，教師は，唇を「あ」「い」「う」「え」「お」の形にしたカードを用意して，
児童に「あいうえお」の口形を意識して，発音発声させることに重点を置いた。「あ」「い」
…「お」を身体全体で表現させることで，動きとともに「あ」は口を大きく開けて言うことや，「い」
は口を横長に開いて言うことなどを意識させる目的があった。
これは，「か，き，く…を」の子音を発音発声する際にも必ず母音の口形になることを児童に理
解させるためである。五十音表を使い「か行」や「さ行」といった行による平仮名の分類とともに
「あ段」や「い段」といった母音による分類を児童に丁寧に指導することを意図している。
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さらに，その後に指導される「音」を中心とした学習（濁音半濁音，促音，長音，拗音）において
も，すべて母音が基礎になっていることを児童に意識させながら授業展開を図っている。
（2） 授業実践記録
① 本時までの経緯
この学級の児童は，これまでに3時間の「言語事項」の学習を行ってきている。その内容は，以下
の通りである。
1次:五十音表
第1時:日本語の表記（平仮名や片仮名，漢字），漢字の伝来，片仮名平仮名の誕生
第2時:母音（「あいうえお」）と子音
第3時:母音の正しい発声（口形 唇の形を意識する）と濁音
1次第1時では，入学後まもない児童に，担任の名前，授業指導者の北野の名前，そして，学校名
を平仮名と片仮名，漢字で表記したカードを提示して文字の種類で分類させ，日本語を表記するとき
には平仮名と片仮名，漢字が使われていることを確認した。また，漢字は中国から伝えられたことや，
平仮名は漢字を崩して作られ，片仮名は漢字の欠けらを用いて作られたことを児童に話して聞かせた。
このような学習内容により，児童は国語の時間は今まで自分が使用してきた生活言語としての日本語に
ついて，その仕組みや成り立ちなどを学習する時間であることを漠然とではあるが知らされるのである。
1次第2時からは，「うたに あわせて あいうえお」（『こくご一（上）「かざぐるま」』光村図書）の教
科書教材で，「あいうえお」から始まる五十一音について学習を導入するが，特に北野が自
作した口形（唇の形）カードの教具と五十音表をもとに学習を進めていく。この学習で，児童は口形
だけで「あいうえお」を区別できるようになり，日本語の母音と子音の違いを理解し始める。
また，1次第3時の学習で，平仮名の清音に付く点々は濁点と呼ばれ，濁点が付いた平仮名は清音
に比べ濁った音になることを何度も発声して実体験で感じ取っている。
② 本時について
本時は，平成19年5月8日第2校時に，1年2組で実践されたものである。児童数は36名である。
単元名は，「かきと かぎ」（『こくご一（上）「かざぐるま」』光村図書）で，この教材をもとに行った
濁音についての授業である。
ア－1.導入について
前時に行った濁音の導入で，すでに本教材文は児童に提示されていて，誰もが詰まらずに音読でき
るようになっている。また，濁点が付いた平仮名は濁音になり，清音より音が濁ることも分かっている。
そこで，本時の導入では教材文に合う振りを付けて動作化させ，文の意味が動きで分かるように児
童を導いた。実際に，児童は「げんかん」では教室の前の出入口を指差し，「うらぐち」は教室の後
ろの出入り口を，また，「まど とだな」では教室の窓や黒板脇の物入れの戸棚を指差していた。
このように，教材文の一つ一つの言葉を児童の生活体験から得ている知識と結び付けて，言葉の意
味が理解できているか確認した上で学習を進めることがとても重要である。というのも，児童が豊富
な語彙を獲得したとしても，個々の意味を理解していなければ，言葉を適切に使って表現することは
できないからである。
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そのため，学習経験の乏しい1年生においては，動きを伴う作業を行うことで，言葉とその意味を
結び付け易くなり，本時の導入として有効な手立てといえるのではないかと考える。
ア－2.授業記録（導入部）
教師:ここを見てください。（黒板に貼ったカードを指す）
思い出すわね。どんな歌だったでしょうか。
児童:さるのだいじなかぎのたば。
教師:みんなで言ってみましょう。さん，はい。
児童:（一斉に言う）
さるの だいじな かぎの たば。
げんかん うらぐち まど とだな。
どれが どれだか わからない。
教師:さて，それでは，私がやってみます。
（振りを付けて，模範でやってみる）
教師:みんなで，やってみましょう。
児童:さるの だいじな かぎの たば。…
（振りを付けて，児童が一斉にやる）
教師:この教室の玄関は，どこですか。
児童:そこ。ここ。（教室の前と後ろの入口を指差す）
教師:そことここだけど，前が玄関ね。じゃあ，裏口はどこですか。
児童:ここ。（教室の後ろの入口を指差す）…
中略
イ－1.展開について（その1）
本時は「濁点はどの平仮名に付いて濁音になるのか見付ける」を目標にしている。そこで，本時で
は，まず教材文にある文字の中で，濁点を付けることができる全ての平仮名に濁点を付けて濁音にし
て，児童の思考をわざと混乱させている。そして，次に児童が生活言語で使用してきた語彙をもとに，
教材文に出てくる言葉に合う適切な濁音を選びだすことができるようにしている。このように，自分
が正しいものを発見した喜びを持たせることで，それを学習意欲に結び付け，理解の定着を図ろうと
したのである。
例えば，一文目の「ざるの…」では，「ざる」のように「さ」に濁点を付けて「ざ」という濁音に
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することはできるが，言葉の意味を考えるとこの場合は「ざる」ではなく「さる」が正しいというこ
とや，「がぎ」のように「か」と「き」の両方に濁点を付けて濁音にすると意味を成さない言葉になっ
てしまうことなど，児童は自分が生活言語で使用してきた語彙や前時の学習をもとに考えて，正しい
濁音の言葉に直したのである。
この活動で，児童は言葉の意味を考えて濁点を付けなければいけないことを学習したのである。
イ－2.授業記録（展開その1）
（黒板に，教材文を貼る）
児童:ざる がぎ だば…おかしい，へん。
（教材文を見て，口々におかしいところを言う）
教師:ゆっくり読んでみるわよ。さん，はい。
児童:ざるの だいじな がぎの だば。
げんがん うらぐぢ まど どだな。
どれが どれだが わがらない。
児童:おかしい。ちがう。（一斉に言う）
教師:何がおかしい。意見のある人は，手を挙げて答えてください。
児童:「ざる」の濁点がおかしい。
教師:では，「ざる」の「ざ」の濁点は無い方がいいという意見ですが，どうですか。
児童:賛成。
教師:では，「さるの だいじな」まではいいですか。次の「がぎの だば」はどうですか。
児童:「がぎの」の「が」の濁点が無くていい。
教師:みなさんは，いかがですか。
児童:あっています。
教師:では，濁点があるか無いか確かめればいいですね。
児童:はい。
教師:「かぎ」の「だ」でいいですか。
児童:だめ。
教師:では「た」で，次は「は」に濁点の「ば」でいいですか。
児童:あっています。
教師:どうも濁点が多すぎますね。
児童:付けられるものに点が付いている。
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全部，濁点が付いている。
「げんがん」の「が」の点がだめ。
（児童が，口々につぶやく）…
中略
ウ－1.展開について（その2）
先にも述べたように，本時の目標は「濁点はどの平仮名に付いて濁音になるのか見付ける」である。
そこで，教材文中に間違えて付けられた濁点を見付けるだけの学習で終わらせずに，間違えて付け
られた濁点を五十音表にもどすことにより，五十音表の中で濁点が付いて濁音になるものを児童に見
付けさせる活動を取り入れ，どの五十音が濁音になるかを整理した。
児童は，五十音表の中で「がぎぐげご」「ざじずぜぞ」「だぢづでど」
「ばびぶべぼ」の濁音を容易に発見することができた。
しかし，これら20音の濁音を五つの仲間に分けるのは，難しかったようである。というのも，児
童は五十音表の中で濁音を行（縦列）で捉えて仲間に分けるほうが，「がぎぐげご」のよう
にまとまっていて考え易いからである。その点を十分に考慮した上で，あえて，五つの仲間に分ける
ことに意義を持たせようとしたのである。
しかも，学習時間が半ばを経過し，1年生の児童が集中力を失い欠けるころに，児童が夢中になっ
て仲間分けを考えられるように，濁点を食べる怪獣を登場させて児童の関心を学習内容に惹き付けて
いた。さらに，その怪獣の子どもを五匹にして，濁音の仲間分けは四匹ではなく五匹になることが教
師の発問を待たずに，児童が自分で理解するように導いていた。
また，五匹の怪獣が開けている口の形を「あいうえお」にすることで，母音をもとにして
濁音の仲間分けをすればよいことを暗に示し，児童がそれに気付いて発見できるように，怪獣という
教具の仕掛けを用意したのである。
そのため，「がざだば」「ぎじぢび」「ぐずづぶ」「げぜでべ」「ごぞ
どぼ」という，あ段，い段，う段，え段，お段の母音で仲間を分けられたときは，児童は大発見を
したように喜んだ。
こうした活動を通して，児童が日本語の仕組みを国語の時間に学ぶ楽しさを感じ，生活体験言語で
ある日本語について理論的体系的に整理しながら学習を進めることができるように，授業を展開し
ている。
ウ－2.授業記録（展開その2）
教師:こういう風に濁点が付いてしまったこの音は…。
これは，濁点が無いときはなんという音ですか。
児童:さる。
教師:そう。だけど，濁点が付くと（？）。（註5）
児童:ざる。
教師:そう。濁点が付いたときの音を…。
（「だくおん」と板書する）
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読んでみて。
児童:濁音。
教師:濁点が付いたときの音は，濁音。濁点が付くと，付いていないときと比べて，音が濁って聞こえます
ね。それでは，次は「ざ」，濁音。
では，これは（？）。
児童:「だ」。
教師:「だ」，濁音。これは（？）。…
中略
教師:これは（？）。
（次々に，教材文に書かれている濁音を指差して，児童に読ませる）
児童:「げ」，「が」，「ぐ」，「ぢ」，「ど」，「ど」，「だ」，「ど」，「が」，「ど」，「だ」，「が」，「が」。
教師:ずいぶん濁音があったけど，この中で濁音にならないほうがいいものがあったのよね。濁点が付いて
無いほうがいいものですよ。
児童:やたらに付けてはだめ。
教師:では，これから，濁音の部屋がないので，濁音の部屋をつくることにします。これは（？）。
（黒板に，五十音表を貼る）
児童:五十音表。
教師:そうね。五十音表よね。ここに，いらなくなった濁点を戻しましょう。
（用意した小箱の中から，紙を取り出して広げる）
教師:箱の中から，これが出てきて…。
「私が，濁点を食べちゃうわよ。私は，濁点怪獣よ。これが，私の武器（濁点）よ。いっぱいあるよ。
まだまだあるよ。」
（黒板に，濁点をいくつか貼る）
じゃあ，これだけ濁点があるから，みんなに分けます。五十音表で濁音を作ってください。さあ，ど
この音に濁点を付けますか。どこがいい（？）。
児童:「かきくけこ」の「か」。
教師:「かきくけこ」の「か」，いいですか。
児童:はい。
教師:ほかには，どこにありますか。
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濁点怪獣の親
児童:「は」。
教師:「は」です。いい（？）。もうない（？）。
児童:いっぱいある。
教師:いっぱいある。じゃあね，みんなに付けてもらいたいわ。
そこで，みんなにこれからこの五十音表に濁点を貼ってもらいます。
濁点を受け取った人は，順番に貼ってください。
児童:（濁点を受け取り，濁点が付く平仮名に次々に貼っていく）
教師:ほかにはない。
児童:もうない。
教員:では，みんなで確かめてみましょう。いいですか。
児童:（教師が五十音表を指差すところを見ながら）
「がぎぐげご」，「ざじずぜぞ」，「だぢづでど」，「ばびぶべぼ」。
教師:たくさんありましたね。こんなにたくさんある濁音の濁点を，この濁点怪獣だけでは食べきれないの
で，怪獣の子どもたちに分けて食べてもらうことにしました。
児童:（「子どもがいたの。この濁点怪獣はお母さんだったんだ。」などと，口々に言う）
教師:そうです。お母さん怪獣が，この子どもの怪獣に濁音を分けました。
（五匹の子どもの怪獣を，黒板に貼る）
教師:どの子どもの怪獣が，どの濁音の濁点を食べるか分かりますか。
児童:「がぎぐげご」が，白色の怪獣。
教師:いいですか。
児童:いいです。
教師:ほかには，どうですか。
児童:「だぢづでど」が，ピンク。
教師:ほかには（？）。
児童:「ざじずぜぞ」が緑色です。
児童:「ばびぶべぼ」が青色。
教師:これでいいですか。
児童:黄色の怪獣が残っているので，おかしい。
教師:黄色の怪獣が残ってしまいましたね。子どもの濁点怪獣は，何匹いますか。
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（青色）
濁点怪獣の子ども
（緑色） （黄色） （ピンク） （白色）
児童:五匹。
教師:そうね，五匹ね。でも，みんなの分けかただと，四匹になってしまいましたね。
それでは，どう分け直せばいいですか。子どもの濁点怪獣たちをよく見て考えましょう。
児童:（しばらく考える）
教師:何か分かりましたか。
児童:怪獣の口の形がみんな違う。
児童:口の形が，「あいうえお」になっている。
教師:怪獣の口の形が「あいうえお」になっているので，どう分ければいいでしょうね。もう一度，
みんなで言ってみましょう。
（五十音表を指差しながら，濁音を子どもたちにゆっくり言わせる）
児童:「が」，「ぎ」，「ぐ」，「げ」，「ご」…「ぼ」と，一つ一つの濁音をゆっくり音を伸ばしながら言う。
教師:どうですか。
児童:「が」とか，「ざ」とかは，伸ばして言うと，「あ」の口になるので，白の怪獣。
教師:「が」や「ざ」は，最後に「あ」の音になるので，口が「あ」の形をしている白の怪獣に食べてもら
うのね。どうですか。
児童:いいです。
児童:「だ」と「ば」も白の怪獣。
教師:（白の怪獣の下に，「がざだば」と書いたカードを貼る）
ピンクの怪獣は，どうですか。
児童:ピンクは，「い」の口の形だから，「ぎ」。
児童:「あいう」の「い」のとなりの「ぎ」と「じ」と「ぢ」と「び」。
教師:そうですね。「ぎ」も「じ」も「ぢ」も「び」も伸ばして言うと，「い」の音が出てくるので，「ぎ
じぢび」が同じで，ピンクの怪獣になるのね。ほかには。
（ピンクの怪獣の下に，「ぎじぢび」と書いたカードを貼る）…
中略
教師:では，もう一度，白色の濁点怪獣が集めた濁音を言いましょう。
児童:「がざだば」。
教師:白色の濁点怪獣は「がざだば」の濁音の濁点を食べるので，「がざだば」怪獣といいま
す。
児童:「がざだば」怪獣。
教師:すると，ピンクは。
児童:「ぎじぢび」怪獣。
《中略》
教師:これで，白から青まで，どの濁点怪獣にも濁音が集まりましたね。それぞれの怪獣は，その濁音を伸
ばして言ったときに出てくる「あ」や「い」，「う」，「え」，「お」のグループで分けることができまし
たね。それから，濁点が付いた濁音は，濁点が付いていないときと比べてどんな音に聞こえますか。
児童:濁って聞こえる。
教師:そう，濁音は濁る音ですね。では，ノートを開いて書きましょう。
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（板書する）
（3） 教材観から考察した濁音の仲間分けについて
今回，児童に濁音を五つの仲間に分けさせた。本来ならば，児童の思考過程に基づけば，「が行」
や「ざ行」のように行ごとに四つの仲間に分けたほうが理にかなっているのかも知れない。しかし，
敢えて母音にこだわり「あ段」や「い段」といった五つの仲間に分けたのは，この方法が今後の学習
をより発展させるのに有効であると考え教材に反映させたためである。それは，母音で分けることで，
「ぎじぢび」「ぐずづぶ」の中にある「じ」と「ぢ」，「ず」と「づ」という同じ音の濁音
の使い分けについての導入がすでに行われていることからも明らかである。
このように，一つの教材で学習内容を終わらせるのではなく，次の学習へ結び付くように教材を組
み立てて工夫をした。また，常に児童が興味を持ち楽しみながら学習を進めるように仕掛けた教材や
教具を考えているのも特徴の一つといえる。今回の授業で言えば，濁点が付けられるものには全て濁
点を付けて濁音にしたカードを教材にしたり，「あ」や「い」といった母音の唇の形に口を開いた怪
獣を教具にしたりして児童に興味を持たせ，学習に集中させたことはその実例である。
5.まとめ（「言語事項」の授業を通して児童が身に付けたもの）
「言語事項」を系統的継続的に指導する授業を受けた児童は，以前よりも自分が使用している日
本語について，まず「音」に対する意識が高まってきたように思う。例えば，濁音の後に行われた半
濁音の授業では，児童自ら「がざだば」の仲間として「ぱ」を，「ぎじぢび」の仲間に
「ぴ」を加えられるようになっていた。同様のことは促音，長音，拗音を指導する上でも見られ，児
童は母音を土台として「音」を捉えて思考できるようになってきている。これは，今までに「言語事
項」の系統的な指導を受けなかった4年生から6年生の児童と明らかに違う点である。4年生以上の
児童も「言語事項」について学習してきたが，「言語活動」と「言語事項」とが入り混じって指導さ
れていたため，児童には日本語の成り立ちや仕組みを学んでいる意識はほとんどなかったように思わ
れる。また，母音を土台として濁音や半濁音，促音，長音，拗音といった音を捉えることはなく，例
えば，濁音は「か行」や「さ行」，「た行」，「は行」に濁点がついて濁音になり，「が行」や「ざ行」
などになるという決まりがあると覚えていた。
これに対し，1年生から3年生は日本語の決まりを単に覚えるだけでなく，その成り立ちや仕組み
を理解しながら学習している。そこで，日本語の五十音に関する構成をはじめ，自分が使用している
日本語の成り立ちや仕組みを学ぶことが，国語の学習であるとわかり始めたのである。本論考では
「言語事項」の中でも「音」を中心に述べているが，上記の傾向は片仮名や漢字の学習や文法の学習
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板書内容
などにも見られ，「言語事項」を継続的に学習することにより，国語の学習で日本語を学ぶ楽しさを
児童は体験し，興味を持って国語の「言語事項」の学習に取り組むようになってきている。しかも，
3年生は，1年生の時（平成19年）から「言語事項」のシラバスに従って系統的継続的に学習して
きた学年であるため，「言語事項」に対する知識欲が高まっている。
昭和小学校の「言語事項」の学習に関する取り組みは，本論「3．国語教育改善の取り組み」の
「（2）方法」でも述べたように，1年生から3年生までのシラバスが完成しており，1年生から段階的
に授業を試行し，3年目を迎えた現在は1年生から3年生で授業を展開中である。「言語事項」とい
う項目が，新学習指導要領では「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」という名称に変更さ
れているが，昭和小学校で行っている「言語事項」に関する取り組みは，新学習指導要領が求める，
言語文化としての側面に焦点をあてた日本語の指導を行う際の一つの実践例でもあると考えている。
本論考では，1年生の「言語事項」の指導を一部紹介するだけであるが，昭和小学校における1年
生から3年生までの「言語事項」並びに「書写」「読書」の授業についても紹介する機会が持てるよ
うに，今後も実践を重ねていきたい。
［註］
1.「言語事項」という名称の使用そのものについても昭和小学校では議論の対象にしているが，現状では現行
の「小学校学習指導要領」の表記に合わせるためにそのまま使用している。
2.平成18年度から昭和小学校の教科及び生活指導のテーマとして「伝え合うことば」を設定し，その形態に
ついてのイメージを図式化したもの。
3.1年生から3年生までのシラバスでは，1年生のシラバスと同様に家庭学習を含む五項目を設定しているが，
現状の4年生から6年生のシラバスでは「言語活動」と「言語事項」の二項目に分けている。
4.「家庭学習」では本校のシラバスに対応した学習プリントをまとめた『ひらがなかたかな練習帳』及び1
年生から3年生までの『漢字練習帳』（2009年完成）を作成し，授業と家庭学習を直接的に結び付けている。
5.（？）は疑問文であることを明確にするために付けている。
［参考文献］
1.昭和52年告示『小学校学習指導要領』文部省 1977年
2.平成元年告示『小学校学習指導要領』文部科学省 1989年
3.平成10年告示『小学校学習指導要領』文部科学省 1998年
4.平成20年告示『小学校学習指導要領』文部科学省 2008年
5.『言語指導の方法 言語教材の生かし方』宮地裕樺島忠夫森山卓郎編 光村図書 2000年
6.『こくご一（上）』宮地裕ほか著 光村図書 2007年
7.『日本語』（上下）金田一春彦著 岩波新書 1988年
8.『昭和教育源流考大学の巻』人見楠郎著 昭和女子大学近代文化研究所 1987年
9.『昭和教育源流考中高の巻』（上下）人見楠郎著 昭和女子大学近代文化研究所 1987年
10.『昭和教育源流考幼小の巻』人見楠郎著 昭和女子大学近代文化研究所 1987年
11.『ひらがなかたかな練習帳』昭和女子大学附属昭和小学校編 2008年
12.『一年漢字練習帳』昭和女子大学附属昭和小学校編 2008年
13.『二年漢字練習帳』（上下巻）昭和女子大学附属昭和小学校編 2009年
14.『三年漢字練習帳』（上下巻）昭和女子大学附属昭和小学校編 2009年
（こいずみ きよひろ 初等教育学科昭和女子大学附属昭和小学校）
（わたなべ なおと 昭和女子大学附属昭和小学校）
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